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は え れ き ぶ ろ う ど くゆり
かの美しき越歴機の夢は天鵝絨の薫にまじり，
めづ とりけもの う つ
珍らなる月の世界の鳥獣映像すと聞けり７）。
な め い し
ここで指摘しておく点は，啄木短歌にも，「大理石」の登場する作品があるという事実である。
マーブルと言う西洋建築の材料は，明治時代の西洋化・近代化の端的な象徴であった。
きよ な め い し
ひややかに清き大理石に
























飯田 蛇笏 １８８５１９６２（いいだ・だこつ） ホホトギスの俳人
池田 大伍 １８８５１９４２（いけだ・だいご） 坪内逍遥門下の劇作家
臼井 大翼 １８８５１９４７（うすい・たいよく。本名ひろすけ） 歌人であり弁護士
大杉 栄 １８８５１９２３（おおすぎ・さかえ）
甘粕事件で知られる思想家・小説家









木下 利玄 １８８６１９２５（きのした・りげん。本名としはる） 白樺派の歌人
小泉 千樫 １８８６１９２７（こいずみ・ちかし） 伊藤左千夫門下のアララギ派歌人
杉浦 翠子 １８８５１９６０（すぎうら・すいこ）
齋藤茂吉門下の歌人であり，画家・杉浦非水の妻
四賀 光子 １８８５１９７６（しが・みつこ） 歌人であり，歌人・太田水穂の妻
白石 実三 １８８６１９３７（しらいし・じつぞう） 田山花袋門下の小説家
相馬 泰三 １８８５１９５２（そうま・たいぞう） 広津和郎や相馬御風と交流があった小説家
田辺 元 １８８５１９６２（たなべ・はじめ） アララギの歌人であり哲学者
谷崎潤一郎 １８８６１９６５（たにざき・じゅんいちろう） 耽美派の小説家
鶴見 祐輔 １８８５１９７４（つるみ・ゆうすけ） 小説家であり政治家
土居 光知 １８８６１９７９（どい・こうち） 英文学者であり日本古典学者
土岐 善麿 １８８５１９８０（とき・ぜんまろ） 歌人であり歴史研究者
富安 風生 １８８５１９７９（とみやす・ふうせい） ホホトギスの俳人
中 勘助 １８８５１９６５（なか・かんすけ） 夏目漱石門下の小説家・詩人
長田 秀雄 １８８５１９４９（ながた・ひでお） 詩人であり劇作家
中村武羅夫 １８８６１９４９（なかむら・むらお） 小説家
中里 介山 １８８５１９４４（なかざと・かいざん） 小説家
野上弥生子 １８８５１９８５（のがみ・やえこ） 夏目漱石門下の小説家
萩原朔太郎 １８８６１９４２（はぎわら・さくたろう） 詩人

















橋田 東声 １８８６１９３０（はしだ・とうせい） 明星の歌人であり，伊藤左千夫門下の小説家
服部 嘉香 １８８６１９７５（はっとり・よしか）
北原白秋，土岐善麿，若山牧水の同級生で，歌人・国語学者
原 石鼎 １８８６１９５１（はら・せきてい） ホトトギスの俳人
平塚らいてう１８８６１９７１（ひらつか・らいちょう） 青鞜で知られる女性運動家
平野 万里 １８８５１９４７（ひらの・ばんり） 与謝野鉄幹門下の歌人であり化学者





宮川 曼魚 １８８６１９５７（みやがわ・まんぎょ） 随筆家であり鰻屋店主
宮嶋 資夫 １８８６１９５１（みやじま・すけお） 小説家
武者小路実篤１８８５１９７６（むしゃこうじ・さねあつ） 白樺派の小説家
安成 二郎 １８８６１９７４（やすなり・じろう） 歌人であり小説家
吉井 勇 １８８６１９６０（よしい・いさむ） 明星の歌人であり，スバルの劇作家
吉田絃二郎 １８８６１９５６（よしだ・げんじろう） 小説家
若山 牧水 １８８５１９２８（わかやま・ぼくすい） 歌人























































ブ リ キ はさみ
薄鉄葉切る鋏の音と，
建築材料とは限らないが，金属的な光沢も近代的な光のひとつであった。









































































やま た か ラツ コ
黒の山高帽，猟虎の毛皮，
わかい紳士は濡れてゆく。


































１７４ 水野：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活― 石川啄木との比較を中心にして ―
さんかい すみ
三層の隅か，さは

































































１７６ 水野：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活― 石川啄木との比較を中心にして ―
